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【はじめに】

人為起源物質や酸性降下物のような大気降下物は、森林の衰退や生態系の酸性

化などを加速することが指摘されている。森林に対する降下物の影響を明らかに

するには、エアロゾルや降水の化学的性質を知ることが重要な鍵の一つである。

そこで本研究では、林外と林内における大気降下物の流入の相違を比較すること

によって、森林生態系への物質の流入パターンや森林の捕集能を見積もった。

【試料採集および測定方法】

試料採集は、２００４年１１月から２００５年１１月の間、林外として琉球大学理学部

ビル南棟屋上と、林内として同大学亜熱帯フィールド科学教育センター千原フィ

ールド都市林研究園で行った。研究対象は、エアロゾル（粒子状物質）と全降下

物である。調査方法は、エアロゾルについては、ハイボリュームエアサンプラー

を林内および林外に設置し、１週間連続吸引を行った。吸引後に試料の回収を継

続的に行った。全降下物試料は、常時開放型のサンプラーを林外および林内に設

置し、エアロゾル試料の採集と同様に１週間連続で採集した。得られたエアロゾ

ルならびに全降下物試料の主要陽･陰イオンを分析した．
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【結果および考察】

図１に、エアロゾルの質量濃度（ＴＭ）３０

の経時変化、図２に林外．林内の質量濃殆

度の関係を示す。質量濃度は、１年間の：20
平均でみると林内のほうが林外よりも約言
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１８％低かった。これは、森林樹冠がエア

ロゾルを吸着するためと思われる。しか
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質量濃度（Tm）の経時変化
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し、６月から９月にかけて(ま、杯内のは１１１２１２

うが高濃度になる傾向が見られた。そこ
図１

で、この期間の各成分の濃度変ｲﾋを調べ

てみると、エアロゾル中の主要イオンで

ある硫酸をはじめ、ほぼすべてのイオンは林外が高

かった。ただ、カリウムのみが林内で高濃度であっ

た。しかし、他の成分に比べてカリウムの含有量は

低いため、この１元素のみの影響ではなく、測定を

行っていない有機炭素などの炭素類の影響が大きい

のではないかと思われる。
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図２林内、林外におけるエアロゾルの
質丘濃度の関係


